
ブラインドサッカー世界選手権盛り上げ隊のまとめ

・アンセムプロジェクト

有名な作曲家・本間勇輔氏が、日本代表キャプテンの落合選手からの依頼にて

ブラインドサッカーのアンセムを制作。

クラウドファンディングで収録費を捻出し、ミュージックビデオ制作。

ブラインドサッカー世界選手権の開会式で、盲目のピアニスト・木下航志氏が披露した。

・折り鶴プロジェクト

「全 12ヶ国の選手へ、おもてなしの心を伝えたい。」

選手は目が見えないので触ってわかり、日本らしいもの＝折り鶴。

被災地をはじめ、サポーター仲間に呼びかけて全国各地で鶴を折ってもらい、

東京に送り返してもらって、有志が集まり糸を通しストラップにした。

選手が日本へ到着した時に空港で手渡した。

・被災地の子ども達を開幕戦に招待

ちょんまげ隊と、芸能事務所のコラボ企画で実施。

・選手ゲーフラの作成

被災地の子ども達に、選手ゲーフラを作ってもらった。

選手は目が見えなくても、子どもたちはゲーフラを作ることで、

選手を応援するキモチになる。

・毎試合感謝の横断幕を掲げる

東日本大震災で、日本は海外からたくさんの支援をいただいた。

そのお礼の横断幕を掲げた。



・決勝戦後の表彰式で、全参加国の国旗を掲げる

参加国の国旗と感謝の言葉を、A4で作成、

コンビニで印刷し、表彰式を観ていたメインスタンド全員に配り

掲げてもらった

・ Facebookに「ブラサカアジア最終予選盛り上げ隊」立ち上げ

「ブラサカ世界選手権盛り上げ隊」のメンバーは、241人。まずは、250人超えを目指す

・インフィニテイとの頑張りが、新聞に掲載


